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	スライド 3: １．延長支援加算【改定】（１／２）  【対象サービス】 　児童発達支援、放課後等デイサービス 　 【支援内容】 　基本報酬における最長の時間区分に対応した時間の支援に加えて、当該支援の前後に 　預かりニーズに対応した支援を計画的に行った場合に算定できる加算です。  【単位数】     　　　　　  
	スライド 4: １．延長支援加算【改定】（２／２）  【ポイント！】 　 ①支援時間が５時間以上（放デイ平日は３時間以上）である児童を受け入れており、 　事業所の営業時間が６時間以上であること。  ②延長支援時間は１時間以上とすること。 　（例１）個別支援計画よりも長く支援をした場合 　　　　→個別支援計画で定めた時間で算定します。  　（例２）保護者の都合により延長支援時間が１時間未満となった場合 　　　　→保護者都合の場合は30分以上１時間未満の時間区分で算定できます。  　  (例３）保護者の都合に
	スライド 5: ２．通所自立支援加算【新設】（１／２）  【対象サービス】 　放課後等デイサービス 　 【支援内容】 　こどもの自立に向けた支援を促進する観点から、障害児に対して、学校・居宅等と事業所間の移動 　について職員が付き添って、計画的に支援を行った場合に算定できる加算です。  【単位数】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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	スライド 9: ３．送迎加算【改定】（３／３）    医療的ケア判定スコア表を児童支援係に提出。 　　　　　　　　　↓ 医療的ケア判定スコア表の点数をもとに医ケア区分（Ⅰ～Ⅲのいずれか）を決定。 　　　　　　　　　↓ 児童支援係から保護者に受給者証を送付し、保護者が事業所に受給者証を提示。 　　　　　　　　　↓ 提示された受給者証に記載の医ケア区分に該当する請求を行う。　    ※医療的ケア判定スコア表には基本スコアと見守りスコアがありますが、基本スコアのみ各事業所の看護師がチェックをつけることが可能です
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